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が完全 に調和す るか らであ る。

奨
　
血
（　
絶
　
播

第九華 餞懇糠藤
,″ (おatお¨)

●′ (2●
")

●
",(″

lα詮′力″))

・
″r(減場oあ″

`c)

● J(Fο″σ)

●.″ (4“
'´

`|“

力!´)

● ====壼 "中 伽 .磁滅o又はりι陥

●
======議

申 ユレ
"“
■
`レ

か,2磁
“
磁あ又はおれ

●>A<ガ 6Sι
'7`

●劇′α,αθ海昴=織・(略字)

第十章 黎L

●´ヽ結 合 線 (TiC)

●⌒ 連 絡 線 (鋤ur)

●↑ 延長記枕 (PauSC)

漸次に翡 く。

111折 次 に 強 く。

漸 次 に蒻 く。

特 に強 く。

漸 次緩 徐 に。

(三 六貰参照)

記 職

同高度の音に Iけ したもの。

異高度の音に附 したもの。

固有の時間を蓮宜に延長.

最 も蒻 く。

蒻 く。

中庸 の翡 さに。

中月I事 の強 さに。

強 く。

最 も職 く,

漸次 に強 く。
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